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【公表日】令和2年10月1日(2020.10.1)
【年通号数】公開・登録公報2020-040
【出願番号】特願2020-514207(P2020-514207)
【国際特許分類】
   Ｃ０８Ｆ   4/658    (2006.01)
   Ｃ０８Ｆ  10/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０８Ｆ    4/658    　　　　
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【誤訳訂正書】
【提出日】令和3年1月15日(2021.1.15)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】全文
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　塩化マグネシウム系担持体上のＴｉ化合物及び任意選択的に電子供与体を含む、ＣＨ２

＝ＣＨＲオレフィン（ここで、Ｒは、水素または１～１２個の炭素原子を有するヒドロカ
ルビルラジカルである）の（共）重合用固体触媒成分の製造方法であって、前記方法は、
化学式（ＭｇＣｌｍＸ２－ｍ）・ｎＬＢ（ここで、ｍは、０～２の範囲であり、ｎは、０
～６の範囲であり、Ｘは、独立的にハロゲン、Ｒ１、ＯＲ１、－ＯＣＯＲ１またはＯ－Ｃ
（Ｏ）－ＯＲ１基であり、Ｒ１は、Ｃ１－Ｃ２０炭化水素基であり、ＬＢは、ルイス塩基
である）のＭｇ系化合物を、少なくともＴｉ－Ｃｌ結合を有するＴｉ化合物をＴｉ／Ｍｇ
モル比が３を超過する量で含む液体媒体と反応させる、０～１５０℃範囲の温度で実行さ
れる１つ以上のステップ（ａ）；及び前記ステップ（ａ）から生成される固体生成物を１
０～１００℃範囲の温度で炭化水素を含む液体媒体中に懸濁させる少なくとも１つのステ
ップ（ｂ）を含み、前記方法は、
前記ステップ（ａ）及び／または（ｂ）中の少なくとも１つのステップが、Ｍｇ化合物の
量に対して０．２～２０．０重量％の固体化合物の粒子の存在下で実行されること、及び
前記固体化合物が５０重量％超過のＳｉＯ２単位を含みそして１～１００μｍ範囲の平均
粒径を有することを特徴とする、方法。
【請求項２】
　５０重量％超過のＳｉＯ２単位を含む前記固体化合物が１～３０μｍ範囲の平均粒径を
有する、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　５０重量％超過のＳｉＯ２単位を含む前記固体化合物がシリカ、ケイ酸塩及び珪藻土か
ら選択される、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　５０重量％超過のＳｉＯ２単位を含む前記固体化合物がタルクである、請求項３に記載
の方法。
【請求項５】
　５０重量％超過のＳｉＯ２単位を含む前記固体化合物の量がステップ（ａ）で使用され
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るＭｇ化合物の量に対し、０．５～１０重量％の範囲である、請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　５０重量％超過のＳｉＯ２単位を含む前記固体化合物がステップ（ａ）で存在する、請
求項１に記載の方法。
【請求項７】
　５０重量％超過のＳｉＯ２単位を含む前記固体化合物がステップ（ｂ）で添加される、
請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　前記ステップ（ａ）で、任意選択的に置換された芳香族ポリカルボン酸のアルキル及び
アリールエステル、マロン酸のエステル、グルタル酸のエステル、マレイン酸のエステル
、コハク酸のエステル；ジカルバメート、モノエステルモノカルバメート及びモノエステ
ルモノカーボネートから選択されるジオール誘導体；及び下記化学式（Ｉ）の１，３－ジ
エーテルからなる群より選択される電子供与体化合物を使用することをさらに含む、請求
項１に記載の方法：

【化１】

（前記式において、Ｒ、ＲＩ、ＲＩＩ、ＲＩＩＩ、ＲＩＶ及びＲＶは、互いに同一である
かまたは異なり、水素または１～１８個の炭素原子を有する炭化水素ラジカルであり；
ＲＶＩ及びＲＶＩＩは、互いに同一であるかまたは異なり、ＲＶＩ及びＲＶＩＩが水素で
あってはならないということを除いては、Ｒ～ＲＶと同一の意味を有し；Ｒ～ＲＶＩＩ基
中の１つ以上は結合されてサイクルを形成することができる）。
【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００１０
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００１０】
　したがって、本開示の目的は、塩化マグネシウム系担持体上のＴｉ化合物及び任意選択
的に電子供与体を含む、ＣＨ２＝ＣＨＲオレフィン（ここで、Ｒは、水素または１～１２
個の炭素原子を有するヒドロカルビルラジカルである）の（共）重合用固体触媒成分の製
造方法であって、上記方法は、化学式（ＭｇＣｌｍＸ２－ｍ）・ｎＬＢ（ここで、ｍは、
０～２の範囲であり、ｎは、０～６の範囲であり、Ｘは、独立的にハロゲン、Ｒ１、ＯＲ
１、－ＯＣＯＲ１またはＯ－Ｃ（Ｏ）－ＯＲ１基であり、Ｒ１は、Ｃ１－Ｃ２０炭化水素
基であり、ＬＢは、ルイス塩基である）のＭｇ系化合物を、少なくともＴｉ－Ｃｌ結合を
有するＴｉ化合物をＴｉ／Ｍｇモル比が３を超過する量で含む液体媒体と反応させる、０
～１５０℃範囲の温度で実行される１つ以上のステップ（ａ）；及び上記ステップ（ａ）
から生成される固体生成物を１０～１００℃範囲の温度で炭化水素を含む液体媒体中に懸
濁させる少なくとも１つのステップ（ｂ）を含み、上記方法は、上記ステップ（ａ）及び
／または（ｂ）中の少なくとも１つのステップが、Ｍｇ化合物の量に対して０．２～２０
．０重量％の固体化合物の粒子の存在下で実行されること、及び前記固体化合物が５０重
量％超過のＳｉＯ２単位を含みそして１～１００μｍ、好ましくは１～３０μｍ範囲の平
均粒径を有することを特徴とする、方法を提供する。
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